
電
話
番
号
を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ

ょ
う
事
務
局（
緯
／
胃〈

〉０
７

７７

０
１
、
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

econe
tanjo.org

）へ

※
受
験
申
込
書
は
同
課
で
配
布
。

保
健
師
ま
た
は
看
護
師
臨
時

職
員職

員
の
産
前
産
後
休
暇
に
よ
る

代
替
で
す
。

●
採
用
日

３
月

日
捷

１５

●
募
集
人
数

１
人

●
応
募
資
格

昭
和

年
４
月
２

３４

日
以
降
生
ま
れ
で
、
保
健
師
ま
た

は
看
護
師
の
資
格
を
持
つ
人

●
勤
務
内
容

健
康
教
育
、
体
操

教
室
で
の
血
圧
測
定
や
保
健
相
談

な
ど
成
人
保
健
業
務

●
勤
務
日
時

捷
～
晶
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時（
変
動
あ
り
）

３０●
賃
金

時
給
１
３
０
０
円
、
通

勤
割
増
１
日

円
２００

●
選
考

面
接（
１
月

日
昭
）

２１

●
申
し
込
み

１
月
４
日
捷
～
１５

日
晶
に
顔
写
真
付
き
の
履
歴
書
と

保
健
師
ま
た
は
看
護
師
免
許
証
を

持
っ
て
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

保
育
士
・
教
諭
職
任
期
付
職
員

１
年
ご
と
に
採
用
更
新
し
、
勤

務
成
績
に
よ
っ
て
最
長
３
年
間
の

任
期
が
あ
り
ま
す
。

●
採
用
日

４
月
１
日
昭

●
募
集
人
数

２
人
程
度

●
応
募
資
格

昭
和

年
４
月
２

３４

日
～

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、

５４

保
育
士
資
格
と
幼
稚
園
教
諭
免
許

の
両
方
を
持
ち
、
実
務
経
験
が
あ

る
人

●
選
考

面
接
・
作
文（
１
月
２２

日
晶
）

●
申
し
込
み

１
月
５
日
昇
～
１４

日
昭
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
松

掌
抄
を
除
く
）に
受
験
申
込
書
を

持
っ
て
人
事
課
へ

月
に
愛
知
県
で
開
催
さ
れ
る

１０
Ｃ
Ｏ
Ｐ

（
生
物
多
様
性
条
約
第

１０

回
締
結
国
会
議
）
を
考
え
る
き

１０っ
か
け
と
し
て
く
だ
さ
い
。

●
と
き

２
月
６
日
松
午
後
２
時

～
４
時

●
と
こ
ろ

教
育
セ
ン
タ
ー

●
内
容

身
近
な
視
点
か
ら
の
生

物
多
様
性

●
講
師

中な
か

静し
ず
か

透
氏（
東
北
大
学

と
お
る

生
命
科
学
研
究
科
教
授
）

●
定
員

人（
先
着
順
）

２００

●
申
し
込
み

１
月
５
日
昇
～
２２

日
晶
午
前
９
時
～
午
後
６
時（
掌

捷
抄
を
除
く
）に
住
所
・
氏
名
・

月

日
、
平
成

年
第
５
回

１１

２５

２１

臨
時
会
を
開
催
し
、「
市
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
」

な
ど
６
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決

し
た
ほ
か
、
１
件
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

■
市
職
員
の
給
料
表
、
期
末
・
勤

勉
手
当
と
特
別
職
の
期
末
手
当
に

つ
い
て

人
事
院
勧
告
に
伴
う
国
家
公
務

員
の
給
与
の
改
定
に
準
じ
、
次
の

と
お
り
改
定
し
ま
し
た
。

●
市
職
員（
再
任
用
職
員
以
外
）

給
料
月
額
を
引
き
下
げ
、
期
末
・

勤
勉
手
当
を
年
間
４
・

か
月
分

１５

（
改
定
前

か
月
分
）に
引
き
下
げ

４.５

●
市
職
員（
再
任
用
職
員
）

給
料
月
額
を
引
き
下
げ
、
期
末
・

勤
勉
手
当
を
年
間

か
月
分（
改

２.２

定
前
２
・

か
月
分
）に
引
き
下

３５

げ●
特
別
職（
議
員
・
市
長
な
ど
）

期
末
手
当
を
年
間

か
月
分（
改

３.１

定
前
３
・

か
月
分
）に
引
き
下

３５

げ

■問
▼
議
事
課

（
緯〈

〉２
２
５
２
）

７１ 月
臨
時
市

１１議
会
か
ら

環
境
講
演
会

■問
▼
人
事
課

（
緯〈

〉２
２
０
３
）

７１

■問
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
１
３
３
）

７６

■問
▼
環
境
首
都
推
進
課

（
緯〈

〉２
２
０
６
）

７１
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市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

を
対
象
に
募
集
し
た
暴
力
追
放
標

語
。

人

作
品
の
応
募
が
あ
り
、

５０７

７２６

審
査
の
結
果
、
６
点
の
入
賞
作
品

を
選
出
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。

〈
敬
称
略
〉

１
位
糸「
み
ん
な
の
目
で

み
ん

な
の
声
で

暴
力
追
放
！
」牧
野

浩
克（
㈱
デ
ン
ソ
ー
高
棚
製
作
所
）

ひ
ろ
か
つ

２
位
糸
磯
貝
貴
美（
㈱
デ
ン
ソ
ー

た
か
み

高
棚
製
作
所
）、田
中
英
俊（
同
）

ひ
で
と
し

３
位
糸
安
藤
真
理
恵（
昭
和
町
）、

ま

り

え

山
川
充（
㈱
デ
ン
ソ
ー
高
棚
製
作

み
つ
る

所
）、村
松
輝
一（
同
）

て
る
い
ち

■問
▼
市
民
安
全
課

（
緯〈

〉２
２
１
９
）

７１

任
期
付
職
員
・
臨
時
職
員
募
集

暴
力
追
放
標
語
の
入
選
作
品
を

決
定

　
毎
月
最
終
土
曜
日
の
み
だ
っ
た

納
税
窓
口
を
、
毎
週
土
曜
日
に
変

更
し
ま
す
。

●
と
き
　
毎
週
松
午
前
８
時
　
分
３０

～
午
後
５
時

●
と
こ
ろ
　
市
民
税
課

●
対
象
　
税
金
糸
市
県
民
税
・
固

定
資
産
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・

軽
自
動
車
税
　
料
金
糸
後
期
高
齢

毎
週
土
曜
日
に
税
金
・
料
金
の

支
払
い
が
可
能
に

者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
・

土
地
改
良
区
費
・
保
育
園
保
育
料
・

幼
稚
園
授
業
料
・
児
童
ク
ラ
ブ
育

成
料
・
市
営
住
宅
使
用
料
・
水
道

料
金

●
持
ち
物
　
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書

■問 
▼
市
民
税
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
３
）

７１

ま
る
サ
イ
ト
で
す
。
市
民
に
限
ら

ず
、
安
城
に
興
味
が
あ
る
人
な
ら

誰
で
も
会
員
と
し
て
参
加
で
き
、

安
城
に
関
す
る
情
報
を
知
る
こ
と

や
書
き
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
サ
イ
ト
を
み
る
に
は
　「
安
城

あ
ん
み
つ
」で
検
索
す
る
か
、
市

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
望
遠
郷
」ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
右
側
の「
あ
ん
み
つ
」

バ
ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
ま
た
は
Ｕ
Ｒ

Ｌ：
http://w

w
w
.an-m

itsu.
jp/

を
入
力

　
開
設
か
ら
１

年
を
迎
え
た
安

城
密
着
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
イ
ト

「
あ
ん
み
つ
」
。

シ
ス
テ
ム
を
一

新
す
る
こ
と
で
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

を
強
化
し
た
り
、
処
理
速
度
を
上

げ
た
り
し
て
、
よ
り
安
心
・
快
適

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ポ
イ
ン
ト
の
景
品
交
換
な
ど

の
機
能
は
引
き
続
き
充
実
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

　
「
あ
ん
み
つ
」
は
、
安
城
を
話
題

の
中
心
と
す
る
、
人
と
情
報
が
集

　
本
市
が
環
境
首
都
を
目
指
し

て
い
る
こ
と
は
、
お
お
か
た
の

市
民
の
皆
さ
ん
が
ご
存
じ
の
こ

と
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
は
平
成

　
年
度
か
ら
始
め
た
本
市
　
か

１７

１０

年
の
長
期
計
画
で
、
目
指
す
都

市
像
を「
市
民
と
と
も
に
育
む

環
境
首
都
・
安
城
」と
宣
言
し

た
こ
と
に
端
を
発
す
。

　
当
初
は
一
部
の
人
か
ら「
な

ぜ
今
、
環
境
な
ん
だ
」と
の
厳

し
い
質
問
や
 叱
  咤
 が
寄
せ
ら
れ

し
っ
 た

た
が
、
今
は
お
お
む
ね
ご
理
解

い
た
だ
け
、
家
庭
の
ご
み
減
量

か
ら
地
域
の
環
境
美
化
ま
で
、

多
く
の
市
民
が
ご
協
力
く
だ
さ

っ
て
い
る
。
良
識
あ
る
皆
さ
ん

の
ご
厚
意
を
肌
身
で
感
じ
、
本

当
に
頭
の
下
が
る
思
い
が
す
る
。

　
お
か
げ
で「
日
本
の
環
境
首

都
コ
ン
テ
ス
ト
」で
は
、
多
く

の
参
加
都
市
の
中
で
上
位
に
評

価
を
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
昨

秋
に
は
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
自
治

体
を
集
め
た「
全
国
フ
ォ
ー
ラ

ム
」を
本
市
で
開
催
し
、
大
き

な
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。
環
境
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
の
本
市
へ
の
視
察
者
は
増
え

続
け
て
お
り
、「
環
境
先
進
都
市
・

安
城
」は
全
国
レ
ベ
ル
で
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
本
市
が
注
目
さ
れ
る
の
は
光

栄
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
の

一
方
、
個
人
的
に
は
複
雑
な
思

い
を
抱
い
て
い
る
。
環
境
政
策

が
こ
れ
ほ
ど
関
心
を
集
め
る
背

景
に
は
、
地
球
環
境
の
危
機
的

な
現
実
が
あ
る
。
そ
こ
が
手
放

し
で
喜
べ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　「
石
の
上
に
も
三
年
」と
い
う

が
、
気
が
つ
け
ば
　
か
年
計
画

１０

の
折
り
返
し
点
を
迎
え
て
い
る
。

日
本
デ
ン
マ
ー
ク
、
田
園
都
市

な
ど
の
歴
史
的
な
素
地
の
お
か

げ
で
、
と
り
あ
え
ず
こ
こ
ま
で

た
ど
り
つ
け
た
。
市
民
の
環
境

意
識
も
年
々
高
ま
っ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
一
層
の
成
果
が
期
待

で
き
よ
う
。

　
残
念
な
の
は
ご
み
減
量
か
。

　
％
の
削
減
目
標
に
対
し
、
現

２０在
　
％
で
停
滞
状
態
が
続
く
。

１０
目
に
見
え
ぬ
壁
を
打
破
す
べ
く
、

秋
に
わ
が
家
で
生
ご
み
消
滅
器

を
購
入
し
、
微
生
物
の
食
欲
を

活
用
し
た
生
ご
み
処
理
を
試
み

て
い
る
。
私
自
身
の
実
践
活
動

の
成
果
を
、
い
ず
れ
皆
さ
ん
に

ご
報
告
申
し
上
げ
た
い
。

１１月２４日　全国フォーラムで本市の環境政策を説明

҆

ີ
ண
ί
ϛ
ỿ
χ
ς
ỹ
α
Π
τ

「
あ
ん
み
つ
」を
一
新
し
ま
し
た

■問 
▼
情
報
シ
ス
テ
ム
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
７
）

７１

広報あんじょう　2010.1.1蚊


